
 

                       

学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日  時： 令和元年１２月１９日（木） １１：００～１１：４５ 

場  所： 法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階） 
 
 

    発表事項   

1. 附属中２年生チームが元素のエッセイコンテストで優秀賞 
～国際イベント「国際周期表年2019」の閉会式で表彰されました～ 

2. 生産性改善インストラクター活用事業で作業時間を1/2に 
～ネッツトヨタ山形㈱ VITZ車検30分を実現～ 

3. 臼杵毅教授が日本金属学会学術貢献賞を受賞 
～液体・非晶質金属分野の学術の発展に大きく貢献～ 

4. 蔵王山測候所の地図と写真が見つかりました 

5. 附属博物館とボローニャ大学博物館との交流事業を開催します 
 
 
 

  お知らせ   

1. 山形大学入試直前電話相談について 

 

 
 

（参 考） 
○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：令和２年１月１６日（木）１１：００～１１：４５ 
場  所：法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階）  
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PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12⽉19⽇ 

附属中２年⽣チームが元素のエッセイコンテストで優秀賞 
〜国際イベント「国際周期表年2019」の閉会式で表彰されました〜 

【本件のポイント】  
● 国際周期表年2019を記念して企画された「私たちの元素−エッ

セイコンテスト」(第2回)において、⼭形⼤学附属中学校2年⽣の
⻑澤パティ瑛美さん、安井耶茉明さん、⼤築 友さんのチームが
優秀賞を受賞 

● 周期表の中から⼀つの元素を選び、それについてのエッセイを書
いて応募するもので、チームはS(硫⻩)を選択し、「科学と硫⻩
の化合」というタイトルで、エッセイを作成 

● 12⽉5⽇に東京プリンスホテルで開催されたIYPT2019 Closing 
Ceremony（国際イベントとして開催される閉会式）に招待され表彰 

【概要】 
国際周期表年 2019 を記念し、公益社団法⼈⽇本化学会国際周期表年実⾏委員会が企画した「私たちの元素−

エッセイコンテスト」（第2 回）において、⼭形⼤学附属中学校 2 年⽣の⻑澤パティ瑛美（ながさわ ぱてぃ え
み）さん、安井耶茉明（やすい やまめ）さん、⼤築 友（おおつき ゆう）さんのチームが優秀賞を受賞しました。
2019 年はメンデレーエフの周期律発⾒から 150 年⽬にあたることから、国連で 2019 年を「国際周期表年
2019(IYPT2019)」として祝うことが宣⾔され、UNESCO がその推進をリードして、世界中でさまざまなイベン
トなどが展開されました。このエッセイコンテストもその⼀つで、2019 年に 2 回（第 1 回：3 ⽉ 28 ⽇締め切り、
第 2 回：9 ⽉10 ⽇締め切り）開催されました。附属中学校 2 年⽣チームの 3 ⼈は、118 の元素の中から「S（硫
⻩）」を選択して、「科学と硫⻩の化合」と題したエッセイを作成。第 2 回⽬のコンテストで、⾒事、優秀賞（中
学⽣の部）の⼀つに選ばれました。第 2 回⽬の優秀賞は、⾼校⽣の部、⼤学⽣の部では該当がなく中学⽣の部だ
けでした。 

表彰式は、12 ⽉ 5 ⽇に東京プリンスホテルで開催された IYPT2019 Closing Ceremony（国際イベントとして
開催される閉会式）で⾏われ、世界的な研究者ら約 400 ⼈が⾒守る中、英語でのスピーチも披露しました。 
 

【私たちの元素-エッセイコンテスト】 https://iypt.jp/contest/top.html 
(1) エッセイは、中学⽣の部、⾼校⽣の部、⼤学⽣の部に分けて募集します。 
(2) ３⼈以上のグループからの応募を受け付けます。 
(3) 中学⽣の部、⾼校⽣の部の場合には、クラス全体での応募も可能です。また、担任または担当教科の教員、学

校⻑など学⽣の所属する学校の教員が了承していることを⽰す書類の提出を義務付けます。 
(4) 118 元素の中から⼀つの元素を選び、その元素についてのエッセイを応募して下さい。エッセイの⻑さは5000

字（句読点を含む）を上限とします。                 ※ Web サイトより抜粋 

【受賞チームについて】 
⼭形⼤学附属中学校 2 年 ⻑澤パティ瑛美さん、安井 耶茉明さん、⼤築 友さんは、理科が好きな仲良し３⼈組
です。昨年度、理科の授業で第 1 回⽬のコンテストを紹介されたことをきっかけに、興味をもち、応募してみた
ものの、残念ながら賞はもらえませんでした。今年度、第２回があるということで、昨年度の雪辱を果たそうとチ
ャレンジしました。作品は、9 ⽉上旬から、定期テスト後の休⽇などを利⽤して10 ⽇間ほどかけて 3 ⼈で作成し
ました。硫⻩をテーマにした理由は、理科の授業で硫化鉄について学んだ時に、硫⻩の持つ可能性に興味を持った
からです。また、蔵王温泉で、硫⻩を⾝近に感じたことも理由です。 
 
 お問い合わせ   

⼭形⼤学附属中学校 教諭 ⼤沼康平 
TEL  023-641-4440   
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PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12⽉19⽇ 

⽣産性改善インストラクター活⽤事業で作業時間を1/2に 
〜ネッツトヨタ⼭形㈱ VITZ⾞検30分を実現〜 

【本件のポイント】  
● 国際事業化研究センターの⽣産性改善インストラクター活⽤事業

（シニアインストラクター事業）で、ネッツトヨタ⼭形株式会社へ
⾏った⽀援の成果。 

● ⼈・モノ・時間のムダを洗い出し、VITZ⾞検を従来の60分から30
分へ作業時間の短縮に成功。 

● 国際事業化研究センターでは、今年度、県内企業１５社と学術指導
契約を締結し、現場診断と改善提案を⾏っている。 

【概要】 

⼭形⼤学国際事業化研究センターでは、2011 年から「シニアインストラクター養成スクール」を開講し、企
業収益改善・⽣産性向上を指導するインストラクターを養成してきました。また、2012 年からは、同スクール
を修了したインストラクターを企業に派遣して、収益改善を⽀援するインストラクター活⽤事業も実施していま
す。このたび、この事業を活⽤したネッツトヨタ⼭形株式会社（代表取締役社⻑：髙橋 修、⼭形市）では、イ
ンストラクターの現場診断・改善提案と現場作業者の知恵と⼯夫により、⾞検時間を従来の１/２の 30 分に短縮
することに成功しました。同社では、トヨタグループの改善活動を通して、VITZ ⾞検 60 分を実現していました
が、更に⾼い⽬標を達成するためのパートナーとして国際事業化研究センターのインストラクター活⽤事業を選
択し、2019 年 6 ⽉から改善に取り組んでいます。この成果は、⾞検作業場の⽣産性改善だけでなく、お客様の
利便性・お客様満⾜に繋がることが期待されています。 
 国際事業化研究センターでは、今年度は、県内企業１５社と学術指導契約を締結し、⼈・モノ・時間あらゆる
ものを「より少なく」使って、より多くのお客様に必要なものを⽣み出すことを⽬指し、現場診断と改善提案を
⾏っています。 

 
【ネッツトヨタ⼭形株式会社の事例】 

ネッツトヨタ⼭形株式会社では、トヨタグルー
プの改善活動を通して、VITZ ⾞検60分を実現し
ていましたが、さらに⾼い⽬標として、VITZ ⾞検
30分を設定しました。これを受け、インストラク
ターが「モノと情報の流れ」「動線」「作業時間」
の現状調査を⾏い、その分析から⼈・モノ・時間
のムダを洗い出し、⽬指す姿の「モノと情報の流
れ」「動線」「作業時間」など対策を提案しまし
た。それらの提案を基に、ネッツトヨタ⼭形株式
会社では⾞検担当者だけでなく営業担当者まで
含めた拠点全体の改善活動として取り組むことで、⽬標を達成することに成功しました。 

具体的には、インストラクターがビデオ撮影、動線距離測定等により作業分析を⾏い、複数の作業員が分担し
て、より効率よく動けるような作業⼿順、動線、道具配置を検討し提案しました。⾞検だけでなく、⾞検後の⾞
内清掃や洗⾞も含め、お客様への引き渡しまでを30分以内で⾏えるよう改善策をともに考え、実⾏しました。 
 この成果は、⾞検作業場の⽣産性改善だけでなく、お客様の利便性・お客様満⾜に繋がる効果も期待できます。 
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【シニアインストラクター事業】 
  ⼭形県内企業の収益を改善して地域産業の活性化を図る為、⼭形⼤学国際事業化研究センターのシニアインストラ

クターを企業に派遣して、経営⾰新・⽣産⾰新の⽀援活動を実施するものです。⼭形県産業振興ビジョンの中⼩企業
⽀援の重要施策の⼀つとしてシニアインストラクター事業が盛り込まれ、2015年より⼭形県成⻑分野参⼊戦略⽀援
事業として⼭形県と連携して事業展開しています。 

 
  ●シニアインストラクター養成スクール 

⾼度な技能や豊富な職務経験を積んだ企業退職者、並びに企業の現場改善リーダーまたは幹部候補を対象として、
経営視点での「顧客に向けた価値の流れづくり」を⾝につけていただき、経営⾰新・⽣産⾰新を指導できる専⾨
家（シニアインストラクタ―）を養成しています。 
 

  ●養成したインストラクターの活⽤ 
「シニアインストラクター養成スクール」を修了したインストラクターを企業に派遣して、⼈・モノ・時間あら
ゆるものについて「より少なく」使って、より多くのお客様に必要なものを⽣み出すことを⽬指す「リーン⽣産
⽅式」による収益改善を⽀援しています。特に⼭形⼤学⽅式として「リードタイム短縮」※を⽬標に現場診断と改
善提案を⾏い、企業収益につながる改善に取り組んでいます。 

 
 
【国際事業化研究センターの取り組み】 

国際事業化研究センターでは2011年から「シニアイ
ンストラクター養成スクール」を開講し、企業収益改善
・⽣産性向上を指導するインストラクターを養成してき
ました（累計151名）。また、インストラクター活⽤事
業として、2012年から⼭形県および東北の企業にイン
ストラクターを派遣して、リーン⽣産⽅式による収益改
善を⽀援しています（累計80社以上）。今年度は県内企
業１５社と学術指導契約を締結し、リードタイム短縮を
重点的に⽀援しています。 

 
 

⽤語解説 
※リードタイム短縮：リードタイム（lead time）とは、作業の開始から終了までの時間という意味。リードタイ
ム短縮とは、⼯程⾒直しにより作業のムダを省き、作業時間を短縮するということ。それにより作業効率が向上
し利益の増⼤が⾒込めるほか、リピート率や顧客満⾜度（CS）の向上にもつながる。 
 
 
 

 お問い合わせ    
⼭形⼤学 国際事業化研究センター ⽯⼭ 
TEL : 0238-26-3601  
Email : si-info@yz.yamagata-u.ac.jp 
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PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12⽉19⽇ 

⾅杵毅教授が⽇本⾦属学会学術貢献賞を受賞 
〜液体・⾮晶質⾦属分野の学術の発展に⼤きく貢献〜 

【本件のポイント】  
● 液体・⾮晶質(※１)⾦属分野における⼤型放射光(※２)施設や中性⼦散乱施設

などの量⼦ビームを活⽤した幅広い基礎理学的研究が⾼く評価されまし
た。 

● 書換え可能な記録媒体(Blu-ray, DVD等)における書換えスピードに関す
る構造の解明など、ユニークな研究成果を多数発表しています。 

● 不規則構造材料の本質の理解がさらに進むだけでなく、不規則構造中の
規則性を積極的に制御することによる新規材料開発が可能になると期待
されます。 

【概要】 

 ⾅杵
うすき

毅
たけし

教授(物性物理化学/理学部担当)が第 17 回⽇本⾦属学会学術貢献賞を受賞しました。この賞は、⾦属
学または⾦属⼯学に関する学術または技術の進歩発展に顕著な功労があった研究者に贈られるものです。⾅杵教
授は、構造が不規則な⾦属関連材料の物性評価と精密構造解析において多くの研究業績を挙げており、幅広い基
礎理学的研究が⾼く評価され、液体・⾮晶質⾦属分野の学術の発展に⼤きく貢献したとして、その顕著な功労が
認められ今回の受賞となりました。受賞内容に関して岡⼭⼤学で開催された⽇本⾦属学会 2019 年秋期講演⼤会
にて講演が⾏われました。 

【背景】 
 ガラスや液体はとても⾝近な物質ですが、原⼦の並び⽅が不規則で複雑なために、それらが⽰す様々な特徴や
性質の本質を理解することは簡単ではありません。しかし、近年、⼤型放射光施設や中性⼦散乱施設などの量⼦ビ
ーム研究施設が整備され分析技術の⾼度化が進み、ガラスや液体のような不規則系材料の精密な構造研究が可能
となりました。原⼦同⼠の結合状態に加え、それらが繋がって形作る中距離・⻑距離の構造情報にもアクセスで
き、これらのデータを最⼤限に活⽤した構造モデリング技術や理論計算科学も同時に発展した結果、不規則系材
料の持つ特異な性質の理解が急速に進んでいます。 

【研究⼿法・研究成果】 
 ⾅杵教授は、液体状態やガラス（アモルファス）状態の様々な
物質を研究対象として、国内外の多くの研究者と協⼒しながら、
国内の⼤型放射光施設(SPring-8、Photon Factory)や⼤型中性⼦
散乱施設(J-PARC、KENS)をはじめ、海外の⼤型施設ESRF(フラ
ンス)、ISIS(イギリス)等を利⽤して精⼒的に研究を進めています。
今回の受賞では、特に⾦属関連物質に対する幅広い基礎理学的研
究が評価されました。⼀例として、Blu-ray や DVD 等の書換え可
能な記録媒体における書換えスピードに関する構造を解明したこ
と、⾦属酸化物等におけるガラスになりやすい物質・なりにくい
物質の液体状態・ガラス状態の構造の特徴を明確化したこと、⾦
属ガラスの硬さには不均⼀構造が関わっていると突き⽌めたこ
と、室温で⾼い⾦属イオン伝導性を持つ新奇ガラス物質に関する
先駆的研究、等の多くのユニークな研究成果を発表し、液体・⾮
晶質⾦属分野の学術の発展に⼤きく貢献しています。 
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【今後の展望】 
 構造不規則材料の⽰す特異な性質には、不規則構造中に存在する明瞭な規則性が強く関与していることが明ら
かになりつつあり、これらの規則性を正確に抽出することが、構造不規則材料の本質を理解する上で極めて重要
となります。これらの知⾒の蓄積と基礎学術的理解を通して、不規則構造中の規則性を積極的に制御することに
より、新規材料開発における新たな⽅向性も⾒えてくると期待されます。 
 
 
※⽤語解説 
１．⾮晶質：結晶固体と異なり、原⼦やイオンが不規則に配列した固体物質。ガラスもこの仲間。アモルファスと

もいう。 
２．放射光：⾼速で直進する電⼦などの進⾏⽅向を磁⽯などで変えた際に発⽣する光（電磁波）。 
 
 
 
 

お問い合わせ  

学術研究院 教授 ⾅杵
うすき

 毅
たけし

（物性物理化学/理学部担当） 
TEL  023-628-4582  メール usuki＠sci.kj.yamagata-u.ac.jp 
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蔵王⼭測候所の地図と写真が⾒つかりました 
 

【本件のポイント】  
● 昭和18年9⽉から昭和22年9⽉まで蔵王⼭地蔵岳⼭頂で気象観測を⾏っていた

「蔵王⼭測候所」の地図や写真が⾒つかった。 
● 地図は、昭和21年―22年に登⼭などの観光⽬的で作成されたとみられる。 
● 写真は、昭和19年に撮影されたものと昭和27年に出版された絵葉書がみつか

った。 
 
 

【概要】 

昭和 18 年 9 ⽉から昭和 22 年 9 ⽉にかけて蔵王⼭地蔵岳⼭頂で気象観測をしていた「蔵王⼭測候所」があったこ
とが⽂献などから分かっていましたが、当時の地図や写真は残されていませんでした。今回、昭和 21 年―22 年に
作成されたとみられる地図、昭和 19 年に撮影された写真と昭和 27 年に出版された絵葉書から写真がみつかりま
した。 

 
【これまでの経緯】 

蔵王⼭の地蔵岳⼭頂で気象観測していた「蔵王⼭測候所」があったことが分かっており、昭和18 年 9 ⽉から昭
和 22 年 9 ⽉まで「蔵王⼭測候所」で観測されていた気象観測記録が⼭形気象台に残されていました。その観測デ
ータの解析から樹氷の衰退は蔵王⼭頂気温の上昇が原因と断定されました（中⾥ほか 2019年 雪氷研究⼤会）。 

⽂献などによると「蔵王⼭測候所」は平屋建て（⼀部3 階建て）とされており（平成 4 年 ⼭形地⽅気象台「⼭
形の気象百年」）、平屋部分が居住スペースで 3 階建て部分が観測棟と考えられます。また、「蔵王⼭測候所」の
位置情報（北緯 38 度 9 分、東経 140 度 26 分、海抜 1760ｍ）は残っておりますが、当時の地図や写真は残って
おりませんでした。 

 
【蔵王⼭測候所について】 

昭和 16 年 11 ⽉、陸軍の航本参謀の主唱で航路上に⼭頂観測所を開設して気象観測を⾏うことになりました（昭
和 61 年 中川勇編著 陸軍気象史）。蔵王⼭では陸軍気象部が蔵王⼭中腹に作られていた「蔵王⼩屋」を接収し
て気象観測を⾏いました。昭和 17 年 12 ⽉、陸軍の委託を受けた中央気象台⼭形測候所は「蔵王⼩屋」に「蔵王
⼭臨時気象観測所」を開設して予備観測業務を開始しました。昭和18 年 9 ⽉、蔵王⼭地蔵岳⼭頂に「蔵王⼭測候
所」が竣⼯したことから、蔵王における観測業務は「蔵王⼭測候所」に移⾏されました。戦後、「蔵王⼭測候所」
はＧＨＱの許可を得て昭和22 年 9 ⽉まで（昭和 21 年 10 ⽉から昭和 22 年 6 ⽉まで⼀時中断）観測を⾏っていま
した（⼭形地⽅気象台「⼭形の気象」1962 年 など）。 

 
 

 
 
 
 

  

（お問合せ先） 
学術研究院・⼭形⼤学認定 蔵王樹氷⽕⼭総合研究所 
教授 柳澤⽂孝 （環境科学） 
電話 023-628-4648 

蔵王⼭測候所 
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【地図について】 

これまでに確認されていた蔵王⼭測候所周辺の地図は、昭和 26 年に中央気象台が発⾏した「⼭岳気象報告」所
載の略図（図1）のみです。⼀般の地図については、戦前・戦中・戦後を通じて、「蔵王⼭測候所」が記載された
地図は⾒つかっていませんでした。 

今回、地蔵岳⼭頂に「気象研究所」の記載のある地図（作図：堀修⼀、発⾏：郁⽂堂）が⾒つかりました（図 2
・図 3）。昭和 19 年秋に、東北帝国⼤学の加藤助教授らによって「蔵王⼭測候所」の直下に蔵王⼩屋が移設され、
「蔵王⾼層気象着氷対策研究所」として終戦まで稼働しており、地元の⼈は「蔵王⼭測候所」と「蔵王⾼層気象着
氷対策研究所」を合わせて「気象研究所」と呼んでいたことから、「気象研究所」と記載されたものと考えられま
す。 

この地図には⼭形⾼等学校の記載があります。⼭形⾼等学校は昭和24 年に⼭形⼤学となっていることから、こ
の地図は昭和23 年より前に作成されたものです。また、地図では廃屋になった⼭⼩屋等の記載がありますが、「気
象研究所」に廃屋の記載はありませんので、「蔵王⼭測候所」が稼働していた期間に作られたと推定されます。⼀
⽅、「蔵王⼭測候所」は軍事施設のため、戦時中に印刷地図が作られたとは考えられないことから、発⾏されたの
は戦後（昭和21 年―22 年）と推定されます。 
作図が堀修⼀⽒で発⾏が郁⽂堂となっています。地図に記⼊されている斜線や点に太細、濃淡が⾒えることから、

⼤きな⽂字を除き、ほぼ全て⼿書きと考えられます。また、紙は薄⼿で、地図として携帯するには適していませ
ん。紙の⼊⼿が困難であった時期に作成されたと考えることができます。⼀⽅、距離やバスで何分かかるか、ある
いは、⼭岳部にツアーコースなどの記載があることから登⼭などの観光⽬的で作られたと考えられます。 

 
【写真について】 

「蔵王⼭測候所」と記載がある写真は昭和 30 年 2 ⽉に発⾏された雑誌「天気」に掲載された多⽥智⽒が撮影し
たもの（図 4）と、昭和 37 年に⼭形地⽅気象台が発⾏した「⼭形の気象」に掲載された写真（図 5）のみです。
いずれも、戦後に遠⽅から撮影したものです。⼭形地⽅気象台によりますと、これ以外に写真や資料は残っていな
いとのことでした。 
昭和 45 年に⼭形県観光協会が発⾏した「⼭形県観光便覧」の表紙に蔵王⼭頂の写真が使われています（図6）。

⼭頂付近に気象観測機器を取り付けていた⽀持棒（？）があるようにも⾒えますが、判然としません。なお、「蔵
王⼭測候所」は昭和 40 年代には撤去されました。 
今回、2 種類の写真が⾒つかりました。 
 
（1）昭和 19 年 1 ⽉ 28 ⽇から 2 ⽉ 4 ⽇まで東京の写真館の⻑澤壽三（利彦）⽒と教員の平⼭栄伸⽒はスキーと

写真撮影のため、蔵王⼭を訪れました。蔵王⼭頂の写真は、昭和 19 年 2 ⽉ 3 ⽇に平⼭栄伸⽒が撮影した 5
枚の中の 1 枚です。写真に写っている 2 ⼈は⻑澤壽三（利彦）⽒と案内⼈（？）の織⽥求⼰⽒と推定され
ます（図 7）。昭和 19 年2 ⽉「蔵王⾼層気象着氷対策研究所」は蔵王⼭頂に移設されておらず、⼭頂には
「蔵王⼭測候所」しかありませんでしたので、蔵王⼭⼭頂付近に雪の塊として⾒える建物は「蔵王⼭測候
所」と断定できます。また、平⼭栄伸⽒が撮影した他の写真から、かなりの⼈数の⼈たちが雪の蔵王⼭頂を
⽬指して登⼭していることが分かります（図 8）。なお、写真と情報は写真と情報は⻑澤壽三（利彦）⽒の
ご家族（須藤明⼦⽒・須藤江美⽒）と平⼭栄伸⽒のご家族（平⼭順⼀⽒）より提供されたものです。 

 
（2）絵葉書「厳冬の蔵王⼭ 雪景（⼭形県・宮城県） 記念スタンプ⼊  MT.ZAO」に含まれている「お伽の

国の気象観測所の粧い」です（図 9）。「蔵王⼭測候所」の観測棟を⾒ることができます。1 階の居住スペ
ースを含め、⼤部分が着氷で覆われていることから、写真撮影時に「蔵王⼭測候所」は稼働していなかった
と推定されます。「MT.ZAO」と英語が使われていることから戦後のものと判断されます。また、封筒に「第
五種郵便」の記載がありますが、「第五種郵便」が開封便に使⽤されるのは昭和27 年からです。昭和 20 年
代末には着⾊された絵葉書が使われていますが、今回、発⾒した物はモノクロです。また、絵葉書に記念ス
タンプが付いています。蔵王は昭和 26 年に観光地百選に選ばれていますので、観光客向けに、昭和 26 年
頃に撮影され昭和 27 年頃に発⾏されたものと考えられます。 

なお、昭和 28 年には「樹氷」を最初に「White Monster」とよんだ絵葉書が出版されています。 
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図1 「蔵王⼭測候所」周辺の地形図（昭和26年「⼭岳気象報告」） 

 
図2 ⼭形市の地図（作図：堀修⼀、発⾏：郁⽂堂） 
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図3 地図 拡⼤ （作図：堀修⼀、発⾏：郁⽂堂） 
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図4 「蔵王⼭測候所」多⽥智⽒撮影（昭和30年 「天気」） 
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図5 「蔵王⼭測候所」（昭和27年 ⼭形地⽅気象台「⼭形の気象」） 

 

 

 
図6 「⼭形県観光便覧」表紙（昭和45年 ⼭形県観光協会） 
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図7 「蔵王⼭頂付近」（昭和19年2⽉3⽇ 平⼭栄伸⽒撮影） 

 

 
図8 「蔵王⼭」（昭和19年2⽉3⽇ 平⼭栄伸⽒撮影） 
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図9 絵葉書「厳冬の蔵王⼭ 雪景（⼭形県・宮城県） 記念スタンプ⼊  MT.ZAO」の「お伽の国の

気象観測所の粧い」 
 

 

 

 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 
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附属博物館とボローニャ⼤学博物館との交流事業を開催します 
【本件のポイント】  

 附属博物館が、20019年2⽉5⽇に締結したイタリアのボローニ
ャ⼤学附属博物館との交流協定に基づく交流事業の第⼀弾。 

 ロベルト・バルツァーニ博物館⻑をお招きして、２つのシンポ
ジウムを開催。 

 創造都市として⾳楽・映像・⾷⽂化等の各分野において先駆的
な取り組みをしているボローニャに学び、⼭形⼤学および⼭形
市の今後の活動の参考とすることが⽬的。 
 

【概要】 

⼭形⼤学附属博物館では、イタリアのボローニャ⼤学附属博物館から、ロベルト・バルツァーニ博物館⻑を
招き、シンポジウムを開催します。これは、両博物館が2019年2⽉5⽇に締結した交流協定に基づく交流事業の
第⼀弾。交流協定では、相互に職員を派遣し、互いの⽂化に関する交流を深めるとともに、博物館として共通
する課題に協⼒して取り組んでいくことを⽬的としています。今回は、「地域とともに歩む⼤学博物館 ボロー
ニャと⼭形の活動事例から考える」（1⽉10⽇開催）と、「⽂化遺産を活⽤した創造都市の取り組み」（1⽉11
⽇開催）の２つのシンポジウムを開催します。 

 
◆ シンポジウム「地域とともに歩む⼤学博物館―ボローニャと⼭形の活動事例から考える」 

ボローニャ⼤学と⼭形⼤学、それぞれの博物館資料を活かした取り組みを⼤学⽣および市⺠とともに共有する
ことによって、博物館が地域に資する活動の在り⽅について考えます。 

主 催 ⼭形⼤学附属博物館・⼭形⽂化遺産活⽤事業実⾏委員会 
後 援 ⼭形市 
⽇ 時 2020年1⽉10⽇（⾦）15:00〜17:30 
会 場 ⼭形⼤学⼩⽩川キャンパス基盤教育１号館111教室 

 
◆ シンポジウム「⽂化遺産を活⽤した創造都市の取り組み」 

ユネスコ創造都市としての活動を推進している⼭形市における、博物館および⽂化遺産のさらなる活⽤を進め
ていくために、創造都市として⾳楽・映像・⾷⽂化等の各分野において先駆的な取り組みをしているイタリア
・ボローニャに学び、今後の活動の参考とします。 

主 催 ⼭形市創造都市推進協議会・⼭形⼤学附属博物館・⼭形⽂化遺産活⽤事業実⾏委員会 
後 援 ⼭形市 
⽇ 時 2020年1⽉11⽇（⼟）13:30〜16:00 
会 場 ⼭形美術館（特別展「北斎づくし」12/5〜1/26 開催中） 

 

 お問い合わせ  
学術研究院准教授 佐藤 琴（博物館学・附属博物館学芸研究員） 
TEL  023-628-4930  メール hakukan＠jm.kdw.yamagata-u.ac.jp 

協定締結時の様⼦（2019年2⽉5⽇ボローニャ⼤学博物館にて） 



平成 31年度　地域と協働した博物館創造活動支援事業

大学博物館

お問い合わせ
（事務局：山形大学附属博物館　受付時間：9:00 ～ 17:00）
TEL　023(628)4930　E-mail 　hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

山形文化遺産活用事業実行委員会

ボローニャと山形の活動事例から考える
文化遺産を活用した
創造都市地域とともに歩む

の取り組み

ボローニャ大学博物館・山形大学附属博物館交流事業 ボローニャ・山形創造都市間交流事業

申込不要
聴講無料

2020年

１ 10月 日（金）15:00～ 17:30
山形大学小白川キャンパス基盤教育１号館111教室会場

2020年

１ 11月 日（土）13:30～ 16:00
山形美術館３階会場 （山形市大手町１−６３）

シンポジウム

13:30 ～ 13:35
　ごあいさつ　　　　山形大学理事・副学長　阿部宏慈
13:35 ～ 14:05
　ボローニャにおける文化遺産を活用した
　　　　　　　　　　　　　　　創造都市の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　ボローニャ大学正規教授
　　　　　　　ボローニャ大学博物館システム総責任者
　　　　　　　　　　　　　　ロベルト・バルツァーニ
14:05 ～ 14:15
　山形国際ドキュメンタリー映画祭と創造都市やまがた
　　　　　　　　　　山形大学理事・副学長　阿部宏慈
14:15 ～ 14:30
　山形美術館における地域連携
　　　　　　山形美術館　副館長兼学芸課長　岡部信幸
14:30 ～ 14:45
　大学博物館における地域連携
　　　　　　　　山形大学学術研究院准教授　佐藤　琴
14:45 ～ 15:00
　文化資源を活用した創造都市やまがたの取り組み
　　　　　　　　　　　山形市企画調整部長　伊藤浩之
15:10 ～ 16:00
　報告者全員によるディスカッション
　　　　　　座長：山形大学学術研究院教授　山本陽史

15:00 ～ 15:05
　ごあいさつ　　　　山形大学理事・副学長　阿部宏慈
15:05 ～ 15:15
　ボローニャ大学と山形大学交流の経緯
　　　　　　　　　山形大学学術研究院教授　山本陽史
15:15 ～ 15:45
　ボローニャ大学博物館の博物館資料の活用について
　　　　　　　　　　　　　　ボローニャ大学正規教授
　　　　　　　ボローニャ大学博物館システム総責任者
　　　　　　　　　　　　　　ロベルト・バルツァーニ
15:45 ～ 16:00
　山形大学附属博物館の歴史と博物館資料の活用について
　　　 山形大学附属博物館学芸研究員・山形大学学術研究院准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　琴
16:00 ～ 16:15
　「坤輿万国全図」がつなぐイタリアと日本
　　山形大学附属博物館館長・山形大学学術研究院教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新宮　学
16:15 ～ 17:30
　報告者によるディスカッション
　　　　　　座長：山形大学学術研究院教授　山本陽史　
　

逐語通訳有

タイムテーブル タイムテーブル

主催　山形市創造都市推進協議会　山形文化遺産活用事業実行委員会
　　　山形大学附属博物館
後援　山形市

主催　山形文化遺産活用事業実行委員会　山形大学附属博物館

（駐車場に限りがあります。公共交通機関をご利用ください。） （展覧会「北斎づくし」は有料です。）
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プ レ ス 通 知 資 料               （概 要） 
令和元年(2019 年)12 ⽉ 19 ⽇ 
⼭ 形 ⼤ 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
 

1. ⼭形⼤学⼊試直前電話相談について 
⼀般⼊試出願前の受験⽣の不安解消のため、⼊試直前電話相談を実施します。 
⽇時：令和2年1⽉23⽇(⽊)〜令和2年1⽉31⽇(⾦) ※25⽇(⼟)及び26⽇(⽇)を除く｡ 

14：00〜16：30 
対象：受験⽣、保護者、⾼校教員 

 
 
 

※これまでの定例会⾒でお知らせしたもので、開催が迫っているイベント  
 

◎ ＣＯＣ＋シンポジウム「⾼等教育機関による若者定着の“これまで”と“これから”」 
⽇ 時：12⽉19⽇(⽊)13:30〜16:10 
会 場：⼭形国際ホテル ３Ｆ 富⼠の間 
 
 

◎ 第９回やまがた教員養成シンポジウム〜教員養成から教師教育へ（教師の学びの場と教職
⼤学院の役割）〜 
⽇ 時：12⽉21⽇(⼟) 13:00〜16:40 
会 場：遊学館ホール 
⼊場料：無料・事前申込不要 
 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12⽉19⽇ 

⼭形⼤学⼊試直前電話相談について 
 

【本件のポイント】  

● ⼀般⼊試出願前の不安解消に。 

● 7⽇間実施。都合のよい⽇にご相談ください。 

● 受験⽣からだけではなく，保護者・⾼校教員からのご質問にも応じます。 

 

【概要】 

⼭形⼤学では、⼀般⼊試出願前の受験⽣の不安解消のため、⼊試直前電話相談を実施します。⼤学⼊試センタ
ー試験後の、令和 2 年 1 ⽉ 23 ⽇（⽊）〜1 ⽉ 31 ⽇（⾦）の期間中、⼊試広報担当者が受験⽣・保護者・⾼校教
員からのご質問に応じます。 

受験⽣にとって、進学（受験）先の選択は⼈⽣の分岐点の⼀つです。受験⽣の不安を少しでも解消し、納得の
上で⼭形⼤学を受験いただくよう、この機会を是⾮ご利⽤ください。 

 
 
【令和 2 年度⼊試直前電話相談】〜⼀般⼊試出願前の不安解消に〜 
 

●⽇  時：令和 2 年１⽉２３⽇（⽊）〜令和 2 年１⽉３１⽇（⾦）１４時〜１６時３０分 
      （２５⽇（⼟）及び２６⽇（⽇）を除く。） 

 
●対  象：受験⽣、保護者、⾼校教員 

 
   ●電話番号：０２３−６２８−４０６２ 
 
 
 
 
  お問い合わせ    

エンロールメント・マネジメント部ＥＭ企画課 
TEL  023-628-4062  メール enroll＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 


